
ヘラルド朝日論文コンテスト入賞

昨年度大活躍の学生スタッフが今年度も北方キャンパス
で開催されたオープンキャンパス2007で企画に、広報
に、運営に大活躍！！その他、多くの在学生が当日各学
部の企画やキャンパスツアーなどいろんな場でフル回転
の活躍。来年度の活躍もお約束します。　　　　　　　
　（詳細はP.6をご覧下さい）

【 オープンキャンパス学生スタッフ 】
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エネルギー循環化学科、環境生命工学科を新設します

　平成１３年４月、本学初の理系学部として、ひびきのキャンパスに国際環境工学部が開設されました。
　その後、平成１５年４月に大学院国際環境工学研究科を設置するなど教育研究体制を整備拡充し、環境分野における技術開
発、国際的に活躍できる人材育成とともに、北九州学術研究都市の中核大学として、地域産業の活性化や市民生活の向上に貢
献するという使命を果たしてきました。

　現在、地球上では地球温暖化など環境問題が切実な問題となっており、特に経済発展著しいアジア地域においては、エネル
ギーの有効利用、資源の循環利用、環境保全技術の開発やこれらの技術を有効に活用する社会システムの構築などが緊急の課
題です。これらの課題の解決に関して、環境先進都市である北九州市並びに優れた教育研究実績をもつ本学に対する国内外か
らの期待は非常に高まっています。
　ひびきのキャンパスでは、教育研究体制の一層の充実により、これら時代の要請により積極的に応えていくため、平成２０
年４月に学科の再編及び新専攻の設置を行うこととしました。
　また、学科再編及び新専攻設置にあわせ、既存学科の名称変更や入学定員の変更なども実施します。

学科定員が変わります大学院国際環境工学研究科に環境システム専攻を設置します

学科名称を変更します 基盤教育センターひびきの分室を設置します

「環境化学プロセス工学科」は、新たな教育研究分野と教員を
拡充し、２つの新しい学科に生まれ変わります。「エネルギー
循環化学科」では、化学をベースに、クリーンエネルギーや環
境保全、資源の循環利用などに取り組みます。「環境生命工学科」
では、生物及び生態系のもつ高度な仕組みを活用して新しい環
境技術を開発するとともに、よりよい環境を創り出すためのマ
ネジメント手法を身につけた人材を育成します。これにより、
従来の１学部４学科体制から、１学部５学科体制へと再編さ
れます。

環境人材の育成強化を目的として「環境システム専攻」を新
設します。この専攻では、物質循環や生物システム、クリー
ンテクノロジーに関わる研究教育を通じて国際的に活躍でき
る人材を養成します。　
これにより、従来の１研究科２専攻体制から、１研究科３専
攻体制へと再編されます。

学科の内容をより明確に表すために従来の学科名称を一部変
更します。【現】「環境機械システム工学科」を【新】「機械
システム工学科」に、【現】「環境空間デザイン学科」を【新】
「建築デザイン学科」とします。なお、「情報メディア工学科」
については名称変更はありません。

学部の入学定員は２５０名（編入学２５名）に変更ありませんが、
各学科の定員が下図のように変わります。
また、研究科の入学定員は、博士前期 (修士 ) 課程が３０名増の
１３０名、博士後期（博士）課程が７名増の３２名となります。
専攻毎の定員は下図のとおりです。

平成１９年度、北方キャンパスに設置された基盤教育セン
ターをひびきのキャンパスにも設置し、深い教養と豊かな
人間性を育む教育を行います。

平成２０年度
学科再編
平成２０年度
学科再編



2
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「（仮称）地域創生学群」の新設・昼夜海王星の見直し「（仮称）地域創生学群」の新設・昼夜開講制の見直し

平成
２０
年度

平成
２1
年度
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公立大学法人北九州市立大学平成１９年度計画 主要項目について掲載（詳細は公式サイトを参照ください。）

「入試から就職までの一貫した教育システム」体系化のための枠組み・体制の整備

「入試から就職まで一貫した教育システム」を本格的にスタートさせ、「教育の北九大方式によるモデル」を確立し、より

高い質の教育内容を提供するため、以下のような体系的整備を実施します。

　　●　昼夜開講制の見直し／社会人教育のニーズを踏まえた教育組織の設置

　　●　国際環境工学部学科の再編・大学院新専攻の設置

　　●　大学院社会システム研究科の拡充と文系修士課程の再編

　　●　再編後の新学科、基盤教育センターによる基盤教育（教養教育・情報教育・外国語教育）

            及び新カリキュラムのスタート

　　●　国際教育・交流の強化（新たな留学制度の導入）

学生サポートシステムの構築や（仮称）学生プラザなどの学生向け支援体制の充実

●　総合的な学生支援体制の整備

　学生相談（メンタルケア含む）等の学生支援や休・退学等へのバックアップ、サークル活動支援など総合的な学生支援を

　行うため、ソフト・ハードの両面からなるサポートシステムを構築

●　ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）活動等による学生への教育内容の改善

キャリア支援の取組みの拡充

●　キャリアセンターを中心とした全学的なキャリア支援への取組みの拡充

　学生の就職意識の醸成を図るため、インターンシップや各種講座等、個別のきめ細かなサポート等

入試制度の改革

●　ＡＯ入試を含む入試制度の見直し／社会人向け入試制度の創設

●　入試日程や入試出題、チェック、採点体制など入試業務の見直し

●　高大連携の拡充、入試広報の強化

ライフサイクルに応じた教育体制の確立と地域貢献

「団塊世代」など全世代を対象として、生涯学習・社会貢献などを強化し、地域連携の拠点としての新しい教育システムの

確立などの整備を進めます。

●　専門職大学院（ビジネススクール）のスタート

●　社会人向け学士教育課程の新設

●　知的資源を活用した市民相談、市民サービスなど地域貢献システムの検討

●　公開講座の拡充

●　( 財 ) 北九州産業学術推進機構と連携し、北九州学術研究都市を中心に産学連携・地域還元を推進

●　都市政策研究所における受託調査、共同研究機能等の強化

●　学生ＮＰＯ団体への支援、ＮＰＯ団体等との連携の拡充

経営体制の充実

理事長、学長のリーダーシップに基づく経営体制下で、教職員一体となった教育改革を進めるために、これまで整備して

きた各種委員会等のあり方についても適宜見直しを行います。また、教員評価システムの見直し・検証や事務職員の研修制

度の確立、若手教員の改革への積極的な参画を促す仕組みづくりなど、実効性のある機動的な大学経営体制の充実を図ると

ともに、広報活動についても広報センターを中心にさらに充実を図ります。

　財政面では、経費の節減に努める一方、平成１９年４月から授業料の改定を行うなど収入の増加を図る。あわせて、大学

におけるコンプライアンスや危機管理体制・情報公開体制の確立等の経営体制を強化します。
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　高等学校や予備校等の進路指導担当者の皆さまに本学学部

学科の特色や入試・就職等について説明し、進路指導の参考

としていただくために毎年度開催しています。

　今年度は7月4日(水)に開催し、兵庫県以西の高等学校・予

備校から172校218名の先生方にご参加いただきました。懇

談会は2部形式で開催され、第1部の全体会では、国際環境工

学部の学科再編、昼夜開講制の見直しについて説明、その後

入試概要、就職状況、基盤教育センターでの取り組みなど説

明しました。第2部では、学部ごとに入試の変更点の説明や

学部へのご質問に対する回答など更に詳細な説明会を実施し

ました。

　来年度も実施します。ぜひ、ご参加ください。

　

進路指導担当者懇談会 ７/４

ガイダンス IN  鹿児島地域貢献度ランキング総合 8位に

学生による相談コーナー学部説明会

　例年志願者が多く、遠距離のため本学オープンキャンパスに

参加しづらい鹿児島県において、ガイダンスIN鹿児島（出張ミ

ニ・オープンキャンパス）を開催しています。

　今年度は８月4日(土)に鹿児島市の鹿児島県市町村自治会館で

開催し、90名の受験生やその保護者の皆さんにご参加いただき

ました。

　学部説明会や模擬授業、教員による個別相談を行い、入試・

就職・学生生活に関する相談コーナーも設置しました。本年度

新たに設けた在学生による相談コーナーでは、勉強方法や学生

生活など在学生と直接話してもらいました。知りたかったこと

を在校生から直接聞けるということで高校生の皆さんは熱心に

質問していました。

　来年度も開催します。ぜひ、ご参加ください。

                          　　　  ８/４

TOPICS

　3月24日（土）本学体育館兼講堂において学位授与式（卒業

式）が行われました。今期卒業生の就職決定率は昨年の92.4％

を上回る95.4％を記録しました。

　学部別では外国語学部92.7％、経済学部96.5％、文学部96.3

％、法学部93.3％、国際環境工学部99.3％となりました。昨年あ

たりから、景気の回復と団塊の世代の大量退職を迎えたために

企業の採用意欲の高さが目立っていましたが、今年度もその傾

向は続き、今期の卒業生も健闘した結果、就職決定率が上昇し

たと考えられます。特記すべきことは、就職決定率ではずっと

男子が女子を上回っていましたが、今年度、男子94.3％（95.2

％）に対し、女子96.4％（90.3％）（括弧内は昨年度実績）と逆

転したことです。なにより女子学生の熱心で粘り強い就職活動

の成果が前年比6.1％アップという驚異的な数字となって現れま

した。

　あらためて、卒業生の皆さん、おめでとうございます。社会

でのご活躍を期待しています。

　男子学生も女子学生もお互い負けないよう頑張ってくださ

い！そして、先輩のあとに続け！

平成１８年度卒業生の就職状況

　平成１９年６月に日本経済新聞社が実施した日経グローカル

「大学の地域貢献度ランキング」調査において、本学は総合８位

にランキングされました。

　調査対象は全国の国公私立大学７３４校。調査対象となった

項目は、地域貢献の体制の充実度をみる「大学の組織・制度に

関する設問」、学生の地域内就職やインターンシップ実績をみ

る「学生に関連する設問」、産学連携

や行政との連携の度合いをみる「企

業・団体・行政に関連する設問」、市

民・住民グループへのサービス度をみ

る「住民・団体に関連する設問」の４

項目で、各項目の合計得点で順位付け

が行われました。

　本学が実施した専門職大学院マネジ

メント研究科（北九大ビジネススクー

ル）の開校や公開講座の実施等の様々な地域貢献活動が評価さ

れました。

　今後も地域に根ざした貢献活動を幅広く実施していく予定で

す。
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　7月21日(土)・22日(日)の2日間の日程で開催されました。
　昨年に引き続き学内インターンシップの一つとして学生スタッフ
を募集しました。広報グループ、学生イベント企画グループ、オペ
レーショングループに分かれ、企画・広報・当日運営と大活躍でし
た。今年度は、学部企画への提案も行い、より充実したオープンキ
ャンパスとなるよう教員、学生、職員で一致協力し当日を迎えまし
た。
　当日は、受付会場である体育館前に開始時間よりもずいぶん早く
から、たくさんの高校生が集まりました。会場では、各学部教員に
よる学部説明会や模擬授業、なんでも相談コーナーなど多くのイベ
ントが開催されました。本館入口付近では、職員による入試・就
職・留学・学生生活・教務相談コーナーを開設しました。高校生だ
けでなく保護者も同席し、熱心に質問する姿が数多く見られまし
た。
　また、学生が企画したキャンパスツアー、サークル紹介、パネル
ディスカッション、学生による相談コーナー、写真・映像展示、キ
ャリアデザイン模擬授業も実施しました。キャンパスツアーは、学
生自身が、高校生を連れて学内を案内するというもので、学内を見
学しながら直接学生に勉強方法や学生生活について聞くことがで
き、高校生からは大好評でした。
　2日間で、約3,200人もの参加者があり、学内はたくさんの高校生
で終日賑わいました。

北方キャンパス ７/２１・２２
　

　台風4号の影響で7月14日(土)が中止となり15日(日)の1日だけの
開催となりました。
　来年度、学科等の新設・再編成のため開催に向けて気合いの入っ
ていた教員や学生たちはガッカリ。
　しかし、そんな思いを吹き飛ばすかのように15日(日)は、悪天候
のなか1日の来場者として過去最高の300人ほどの高校生や保護者
が来学し、会場は熱気に包まれました。予想外の来場者に用意して
いた資料が足りなくなるハプニングも。
　会場では、各学科紹介や
入学試験の説明を行う学部
説明会、各学科が趣向をこ
らした実験などを巡回する
イベントツアーを実施。目
の前で繰り広げられるさま
ざまな不思議に科学の面白
さを堪能していました。そ
の他、新設学科をより深く
知ってもらうための模擬授
業や入試相談なども行いました。内容盛りだくさんのため全部を見
て回れずくやしがる高校生もいました。
　また、今年度から始まった学生による学生企画イベントは、高校
生たちの質問に何でも答える「ザ　まろやか　相談」や入試やキャ
ンパスライフなどについて学生４人がトークを繰り広げる「パネル
ディスカッション」など充実した内容で高校生のハートをしっかり
キャッチしていました。
　参加した高校生からは、「先生や先輩方がとても親切でうれしか
った」、「ぜひ、入学したくなった」というような声が多く聞かれ
ました。

ひびきのキャンパス        ７/１５

キャンパスツアーで高校生を案内する学生スタッフ

在学生、教員による「何でも相談コーナー」 　学部教員による模擬授業 　イベントツアー「燃料電池で電気をつくろう」

　イベントツアー「超低渦世界の体験」

オープンキャンパス２００７開催

TOPICS
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あなたの周りの「がんばっている人」「スゴイ人」の情報を大募集 !! 自薦・他薦は問いません。情報提供はこちらへ ! k-kikaku@kitakyu-u.ac.jp

磯野紗希さん

外国語学部外国語学科

中国語専攻３年

（中国語言語文化研究会）
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の
多
数
の
応
募
を
し
た
本
学
と
西
南
学
院
大
学
に
対
し
て
感
謝
状
が
贈

ら
れ
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
大
学
生
、
院
生
、
短
大
生
を
対
象
に
、
国
籍
は
問
わ
ず
、「
二
十
年
後
の
私
」「
地

球
温
暖
化
対
策
」「
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
」
と
い
う
三
つ
の
課
題
か
ら
ひ
と
つ
を
選
ん
で
英
語
八
○
○
単
語
で

ま
と
め
る
も
の
。

六
七
〇
件
の
応
募
が
あ
り
、
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
５
点
、
奨
励
賞
１
点
が
選
ば
れ
た
。

安
東
さ
ん
は
今
回
、「
二
十
年
後
の
私
」
に
応
募
し
、
奨
励
賞
を
受
け
た
。

作
品
の
中
で
、
国
外
の
人
と
交
流
す
る
こ
と
で
英
語
を
学
ぶ
場
を
も
っ
と
増
や
し
て
い
き
た
い
と
書
い
て
い

る
。

　

安
東
さ
ん
は
、
英
語
教
師
を
退
職
後
、
本
学
外
国
語
学
研
究
科
修
士
課
程
で
学
ん
で
い
る
。

　

平
成
十
九
年
八
月
三
日
（
金
）
〜
六
日
（
月
）
に
、
中
華
人
民
共
和
国
吉
林
省
長
春
市
に
お
い
て
、
第
六

回
「
漢
語
橋
」
世
界
大
学
生
中
国
語
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
参
加
し
た
選
手
は

五
十
二
カ
国
百
二
人
で
、コ
ン
テ
ス
ト
の
テ
ー
マ
は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
迎
え
る
中
国
」
で
す
。
本
大
会
は
、

二
〇
〇
二
年
の
開
始
以
来
五
〇
カ
国
余
り
か
ら
合
計
三
万
人
以
上
が
参
加
、
う
ち
三
八
一
人
が
中
国
で
行

な
わ
れ
る
本
選
に
駒
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
世
界
大
会
へ
今
回
、
磯
野
紗
希
さ
ん
が
、
日
本
（
九
州
・
山

口
地
区
）
代
表
と
し
て
出
場
し
入
賞
し
ま
し
た
。

　

今
回
、「
漢
語
橋
」
に
参
加
し
て
得
た
世
界
各
国
の
大
学
生
た
ち
と
過
ご
し
た
時
間
は
、
私
に
と
っ
て
一

生
の
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
生
活
習
慣
も
母
国
語
も
全
く
違
う
国
か
ら
や
っ
て
来
て
い
る
の

に
、
皆
が
一
同
に
中
国
語
を
使
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
環
境
は
、
私
に
と
っ
て

非
常
に
刺
激
的
な
も
の
で
あ
り
学
ぶ
こ
と
も
大
変
多
か
っ
た
で
す
し
、
ま
た
各
国
の
大
学
生
と
交
流
す
る
事

で
、
彼
ら
の
国
の
歴
史
や
文
化
な
ど
に
つ
い
て
も
知
識
を
深
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
年
々
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
て
、
出
場
選
手
の
レ
ベ
ル
も
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
き
て
い
る
中

で
、
こ
う
し
て
入
賞
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
を
本
当
に
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
し
、
大
会
直
前
ま
で
熱
心

に
ご
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
に
も
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

私
の
大
学
生
活
も
あ
と
一
年
半
と
残
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
大
会
で
得
た
多
く
の
成
果
を
し
っ

か
り
生
か
し
て
い
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

梶栗義宏さん

法学部政策科学科 4年

（ラグビー部主将）

北
九
州
市
立
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部　

創
部
六
十
周
年
記
念
祝
賀
会

　

平
成
一
九
年
八
月
二
十
五
日
（
土
）、「
北
九
州
市
立
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
創
部
六
十
周
年
記
念
祝
賀
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
間
も
な
い
昭
和
二
十
二
年
の
暮
れ
創
部
し
た
ラ
グ
ビ
ー
部
。
爾
来
六
十
年
、
昭
和
二
十
年
代
後
半

か
ら
三
十
年
代
徐
々
に
そ
の
存
在
を
示
し
、
昭
和
四
十
年
代
は
二
回
に
亙
り
九
州
代
表
と
し
て
名
古
屋
の

全
国
大
会
に
連
続
出
場
、
一
度
は
準
優
勝
の
実
績
を
残
し
ま
し
た
。
近
年
は
九
州
地
区
大
学
の
Ⅰ
・
Ⅱ
部
で

活
躍
、
現
在
三
回
目
の
全
国
大
会
へ
の
出
場
、
九
州
地
区
Ⅰ
部
へ
の
復
帰
を
目
標
に
現
役
三
十
名
と
Ｏ
Ｂ

三
百
名
が
一
体
と
な
っ
て
懸
命
の
努
力
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
年
で
こ
の
北
九
州
市
立
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
が
創
部
六
十
周
年
と
い
う
節
目
の
年
に
主
将
に
就
け
た
こ

と
を
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
六
十
年
と
い
う
長
い
伝
統
と
多
く
の
Ｏ
Ｂ
の
人
達
に
よ
っ
て
現
役
が

支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
六
十
周
年
と
い
う
節
目
に
Ⅰ
部
復
帰
を
目
指
し
て
現
役
一

同
、
日
々
練
習
に
打
ち
込
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
北
九
州
市
立
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
の
発
展
、
ま
た
Ｏ
Ｂ
・
保
護
者
の
方
々
の
ご
支
援
・
ご
声

援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

平瀬聡さん

法学部法律学科 4年

（柔道部主将）

北
九
州
市
立
大
学
柔
道
部

　
　
『 

ち
び
っ
子
ふ
れ
合
い
柔
道
教
室  

』
開
催

　

柔
道
を
通
じ
て
子
ど
も
達
の
心
身
の
育
成
を
図
り
、
ま
た
北
九
州
市
立
大
学
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
た
め
、
八
月
二
十
日
（
月
）
に
「
ち
び
っ
子
ふ
れ
合
い
柔
道
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

我
わ
れ
柔
道
部
員
十
二
名
も
、
受
講
生
三
十
六
名
（
市
内
の
小
学
生
以
下
）
ら
と
一
緒
に
楽
し
く
汗
を
流

し
ま
し
た
。

　

阿
南
惟
正
理
事
長
か
ら
「
柔
道
を
通
し
て
、
礼
儀
正
し
さ
や
友
情
を
大
切
に
す
る
心
な
ど
を
身
に
つ
け
て

欲
し
い
」と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
ら
い
、柔
道
部
員
も『
柔
道
に
対
す
る
心
構
え
』を
再
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

講
師
に
は
全
日
本
柔
道
選
手
権
（
９
５
キ
ロ
級
）
ベ
ス
ト
８
の
秋
山
勝
彦
氏
や
全
日
本
女
子
柔
道
選
抜
体

重
別
選
手
権
優
勝
の
秋
山
守
美
氏
を
招
き
、
準
備
運
動
や
技
の
紹
介
、
技
の
か
け
方
等
分
か
り
や
す
く
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

受
講
生
の
子
ど
も
か
ら
は
「
今
日
の
練
習
を
生
か
し
て
今
後
の
大
会
で
優
勝
し
た
い
」「
楽
し
か
っ
た
」

等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
今
回
の
講
座
を
や
っ
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
の
子
ど
も
達
と
柔
道
を
通
じ
て
触
れ
合
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
二
回
「
ヘ
ラ
ル
ド
朝
日
英
語
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
」

　

大
学
院
生　

安
東
さ
ん
が
奨
励
賞
受
賞

　

北
九
州
市
立
大
へ
感
謝
状
授
与

安東和子さん

大学院外国語学研究科

青嵐　第 9号
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活躍する北九大生たち

今、一番輝いている学生たちを紹介します。

TOPICS
話題
の学
生

話題
のサ
ーク
ル
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　本学では、「入試から就職まで一貫した教育システムの構築」

を目指し、教育の質を向上させるための改革を進めています。

　なかでも、学生支援の強化は改革の柱に位置づけられ、修学

面、生活面、経済面、健康面などにおいて、さまざまな問題を

抱える学生や就職活動を行う学生を全学的に支援するため、ソ

フト、ハードの両面からなる総合的な学生サポートシステムを

構築しています。

　その一環として、学生相談・メンタルケア・キャリア支援な

ど、学生支援を担当する組織と空間を統合した「学生プラザ」を整備します。現在、本館１階玄関横のメインスペ

ースにあるキャリアセンターと学生相談室を拡張、機能強化させるため改修工事に着手しており、１０月１日から

新たに「学生プラザ」としてオープンします。

■学生プラザ工事について

　 今年の夏は各地で観測史上最高気温を記録し、日射病や熱中症の

被害が相次いでいますが、皆さんの体調はいかがでしょうか。

　さて、既に報道等でご存知だと思いますが、５月から６月にかけ

て、全国的にはしかが流行し、各地の大学で休講が相次ぎました。

本学でも数名、はしかの発症が報告されています。はしかの症状と

しては、感染後１～２週間（潜伏期間）で発熱・結膜充血などが現

れます。一旦解熱しますが、再び熱が上昇し高熱が数日間続き、完

治するまで１０日～２週間程度かかります。また感染力が非常に強

いことも特徴です。

　過去に、はしかに罹ったことがある方や予防接種を２回受けた方は感染の恐れが極めて低いと言われていますが、

まれに感染することもありますので、ご心配な方は病院で抗体検査を受けられることをお勧めします。

　来年は今年のような流行がないことを願うばかりです。

■保健室からのお知らせ

現在、工事中の「学生プラザ」

7号館にある保健室
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８

　　　
文学部長　　　　　　　　　　　              赤塚　正幸
大学院マネジメント研究科長　　              齋藤　貞之（経済学部から異動） 
外国語学部英米学科長 　　　       木原　謙一（文学部から異動） 
外国語学部中国学科長 　　　       王　    占華 
法学部政策科学科長 　　　       楢原　真二 

学　部　長　等　　　　　　　　　　　　　   １９．４．１付　

　　　

採　用                                                                               １９．４．１付　　

行事予定

採用者一覧
　　　

採用者一覧

行事予定

行事予定

異　動                                                                               １９．４．１付　　

行事予定

外国語学部           中国学科                           准教授    白石　麻保 
外国語学部           中国学科                           准教授    西　    香織 
経済学部                経営情報学科　　                 講師    齋藤　朗宏 
法学部                     法律学科                           准教授    恩地　紀代子 
法学部  　              法律学科                           講師    大杉　一之 
法学部  　              法律学科                           講師    國武　英生 
法学部                    法律学科 　　　　        講師    福本　忍
法学部  　              政策科学科 　　　　        講師    横山　麻季子 
国際環境工学部  環境機械システム工学科    教授    山本　郁夫 
国際環境工学部 環境空間デザイン学科         講師    城戸　將江 
国際環境工学研究科                             教授    伊藤　洋 
国際環境工学研究科                           准教授    加藤　尊秋 
マネジメント研究科                                               教授    永津　美裕
マネジメント研究科                                              教授　    林　    秀美
マネジメント研究科                           教授　    丸田　秀一
マネジメント研究科　　　　　　　　          教授         宮下　永
都市政策研究所                                               准教授　南　    博 
基盤教育センター                                               准教授　葛西　宏信 
基盤教育センター                                               講師         Danny　Minn 
基盤教育センター                                               講師         Duncan  S  Wotley 
基盤教育センター                                               講師     永末　康介 
基盤教育センター                                               助教     浅羽　修丈 
特命教授                                                                  中溝　幸夫
特命教授                                                                  乘口　眞一郎 

外国語学部  英米学科　              教授 伊藤  健一        （文学部から） 
外国語学部  英米学科                  教授 木下  善貞        （文学部から）
外国語学部  英米学科 教授 野島  啓一        （文学部から）
外国語学部  英米学科 教授 山﨑  和夫       （文学部から）
外国語学部  英米学科                  准教授 Daniel  C.  Strack  （文学部から）  
外国語学部  国際関係学科 教授 田村  慶子       （法学部から）  
外国語学部  国際関係学科 教授 久木  尚志       （学科異動） 
外国語学部  国際関係学科 教授 尹　  明憲        （都市政策研究所から） 
外国語学部  中国学科 准教授 山本  進        （経済学部から） 
文学部           比較文化学科 教授 岡住  正秀       （基盤教育センターから） 
文学部           比較文化学科 教授 芳之内  雄二   （外国語学部から） 
文学部           比較文化学科 准教授 寺田  由美        （外国語学部から） 
基盤教育センター                     教授 稲月  正        （外国語学部から） 
基盤教育センター                     教授 亀山  徳彦        （文学部から） 
基盤教育センター                     教授 神崎  尚士        （外国語学部から） 
基盤教育センター                     教授 小林  道彦        （法学部から） 
基盤教育センター                     教授 徳永  政夫        （文学部から） 
基盤教育センター                     准教授 伊藤  晃        （外国語学部から） 
基盤教育センター                     准教授 杉山  智子        （外国語学部から） 
基盤教育センター                     准教授 渡邉  嘉則        （外国語学部から） 
マネジメント研究科 教授 王      效平        （経済学部から） 
マネジメント研究科 教授 北      真収        （経済学部から） 
マネジメント研究科 教授 越出  均        （経済学部から） 
マネジメント研究科 教授 任　  章         （経済学部から） 
マネジメント研究科                    准教授 城戸  宏史       （経済学部から） 
マネジメント研究科                    准教授 武田  寛         （経済学部から） 
 

昇　任　　　　　　　　　　　　　　　　　１９．４．１付　　

　　　
教授昇任 
外国語学部  　　国際関係学科                            教授   尹　    明憲 
　　　　　　　　　                                              （都市政策研究所から異動）   
経済学部              経済学科                                    教授   田村　大樹 
経済学部              経営情報学科                           教授       平山　克己     
国際環境工学部  環境機械システム工学科     教授   泉　    政明  
国際環境工学部  環境化学プロセス工学科     教授   上江洲　一也
国際環境工学部  環境化学プロセス工学科     教授   黎　    暁紅  
国際環境工学部  環境空間デザイン学科        教授   高　    偉俊  
国際環境工学部  環境空間デザイン学科          教授   福田　展淳  
基盤教育センター                                                教授   重信　幸彦
都市政策研究所                                                教授   伊藤　解子
    
准教授昇任    
外国語学部           国際関係学科                           准教授   山本　直  
法学部                    政策科学科                           准教授   狭間　直樹  
法学部                    政策科学科                           准教授   森　　裕亮
基盤教育センター                                               准教授   David  Adam  Stott 
都市政策研究所                                               准教授   内田　晃  
都市政策研究所                                               准教授   片岡　寛之  
  

　　　

異　動　者

行事予定

行事予定

昇進者一覧

　　　
　　　

事　務　局

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９．４．１付
事務局副局長                                尾上　一夫  
事務局次長                                本村　哲也  
事務局主幹                                柳澤　規文  
学生相談室長                                生田　カツエ      
学術情報課長                                江上　照明      
管理課長 　　　　                                 大谷　俊介  
経営企画課主査                                木下　武 
総務課経理係長                                大庭　徳治  
学生相談室相談係長                               立石　雄二 
教務課教務第一係長                               正平　徹二　 
教務課主査                                滝　     剛  
教務課入学試験係長                               松中　慎一 　 
学術情報課情報システム係長            櫻木　正典            
管理課主査                                村上　祥治郎  
管理課主査                                本田　和彦  
管理課主査                                川崎　俊明  
総務課                                                    林　    恵美    
学生課                                                    松岡　桂次郎
教務課                                                    宇都宮　未生 
教務課                                                    林　    金太郎
教務課                                                    白石　智也   
                                                       　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９．４．２５付                    

経営企画課　　                                        飯田　真子      
総務課                                                    川原　大史  
総務課                                                    大塚　敦子      
学生課                                                    久保　知典  
学生課                                                    山西　宗弘  
学生相談室                                                 吉田　剛   
教務課                                                    森田　大志   
管理課                                                    森川　正仁  
管理課                                                    小嶋　謙之  
管理課                                                    井手　美由紀  

　　　経済学部     経済学科　　　　　　　　　  准教授    友原　章典     

退　職　 　　　　　　　　　　　　１９．７．３１付　
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会議等

「
女
性
の
品
格
」（
著
者
／
坂
東
眞
理
子
）

　

こ
の
書
は
、
入
学
式
で
阿
南
理
事
長
か
ら
学
生
に
薦

め
た
い
一
冊
と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
品
格
」
と
い
う
高
邁
な
テ
ー
マ
だ
と
構
え
て
読
ま

ず
、人
と
し
て
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
毎
日
を
過
ご
す
か
、

と
い
う
素
直
な
心
で
読
め
ば
、
お
そ
ら
く
は
多
く
の
方

が
納
得
で
き
る
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

　

特
に
目
新
し
い
発
想
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。し
か
し
一
つ
一
つ
は
当
た
り
前
の
こ
と
と
は
言
え
、

な
か
な
か
日
頃
実
践
で
き
て
い
な
い
内
容
ば
か
り
で

す
。
批
評
し
た
り
分
析
す
る
つ
も
り
で
読
ん
だ
り
、
何

か
新
し
い
こ
と
を
学
習
す
る
た
め
に
読
む
と
い
う
よ
り

は
、
あ
ら
た
め
て
自
分
を
省
み
る
つ
も
り
で
素
直
な
気

持
ち
で
読
む
と
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　

こ
の
本
は
、
女
性
に
焦
点
を
あ
て
、
暖
か
さ
や
包
容

力
を
持
ち
な
が
ら
、
毅
然
と
し
た
自
律
的
態
度
を
具
え

る
こ
と
も
大
切
だ
と
い
う
観
点
か
ら
、
具
体
的
な
ケ
ー

ス
を
読
み
や
す
い
口
調
で
記
し
て
い
ま
す
。
世
代
や
立

場
に
よ
っ
て
興
味
は
異
な
り
ま
す
の
で
、
自
分
の
関

心
の
あ
る
部
分
だ
け
を
読
ん
で
も
良
い
と
思
い
ま
す
。 

　

女
性
を
念
頭
に
書
か
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
の
内

容
は
「
人
と
し
て
こ
う
あ
り
た
い
」
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
男
性
に
も
当
て
は
ま
る
部
分
が
殆
ど
で
す
。
従
っ

て
、
女
性
だ
け
で
な
く
、
男
性
に
も
是
非
読
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　　
　
　
（
学
生
課
長
田
島
裕
美
）

お
勧
め
の
本

お
勧
め
の
本

役員会・経営審議会

平成 19 年 3月 13 日（火）
[ 議案 ]
１　平成 19 年度計画案について
２　平成 19 年度予算案について

教育研究審議会

第 47 回　平成 19 年 3月 6日（火）
[ 議案 ]
１　教員の採用・退職について
２　平成 19 年度教育研究審議会の構成について
３　利益相反委員会の設置について
４　奨学寄附金の活用について
５　学友会交渉申入書に対する回答について
６　規程等の改正について
７　出版助成、研修制度等の運用改善について
８　科学研究費補助金への申請の推進と外部資金獲得への優遇措置について
９　教員組織のあり方について
10　各種委員会の構成について

平成 19 年 6月 12 日（火）
[ 議案 ]
１　学部学科等の再編について
　（１）社会システム研究科の再編
　（２）国際環境工学部学科再編・同研究科新専攻設置
　（３）昼夜開講制の見直しと ( 仮称 ) 地域創生学群の設置
２　平成 18 年度計画に係る自己点検・評価報告書
３　平成 18 年度財務諸表、決算報告及び事業報告

第 48 回　平成 19 年 3月 7日（水）
[ 議案 ]
1　教員の昇任について
2　教員の採用について
3　平成 19 年度計画について

第 49 回　平成 19 年 3月 27 日（火）
[ 議案 ]
1　教員の採用について
2　規程等の改正について
3　出版助成、研修制度等の運用改善について
4　科学研究費補助金への申請の推進と外部資金獲得への優遇措置について
5　学友会交渉申入書に対する回答について
6　利益相反ポリシーについて
7　基盤教育センターひびきの分室の設置について
8　各種委員会の構成について

第 50 回　平成 19 年 4月 10 日（火）
[ 議案 ]
1　教員の採用等について
2　再任審査委員会の設置について

第 51 回　平成 19 年 4月 24 日（火）
[ 議案 ]
1　教員の採用について
2　平成１９年度新任教員研修実施計画について

第 52 回　平成 19 年 5月 22 日（火）
[ 議案 ]
1　教員の採用等について
2　平成１８年度計画に係る自己点検・評価について
3　学部学科等再編について
（１）社会システム研究科の拡充及び文系修士課程の再編
（２）国際環境工学研究科新専攻の設置及び同学部学科再編
（３）昼夜開講制の見直し及び学群の設置

第 53 回　平成 19 年 6月 5日（火）
[ 議案 ]
1　教員の人事について
2　平成１８年度計画に係る自己点検・評価について
3　学部学科等再編について
（１）社会システム研究科の拡充及び文系修士課程の再編
（２）国際環境工学研究科新専攻の設置及び同学部学科再編
（３）昼夜開講制の見直し及び学群の設置

第 54 回　平成 19 年 6月 26 日（火）
[ 議案 ]
1　名誉教授の称号授与について
2　教員の採用について
3　地域創生学群設置準備委員会の設置について
4　国際環境工学部新学科設置準備委員会の設置について
5　基盤教育センター分室設置準備委員会の設置について
6　学生サポート委員会の設置について

第 55 回　平成 19 年 7月 10 日（火）
[ 議案 ]
1　教員の採用について

第 56 回　平成 19 年 8月 8日（水）
[ 議案 ]
1　教員の採用について
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　毎月第３水曜日に本館７階ラウンジで研究交流会『北方サロン』

を開催してます。

　第１１回は、文学部の岩松文代先生と錦織亮介先生に、第１２回では基盤教育

センターの永末康介先生とステファニー・ホートン先生に、第１３回では文学

部の八百啓介先生と寺田由美先生に、第１４回では、文学部の須藤廣先生と都市

政策研究所の片岡寛之先生に話題提供していただきました。

　毎回、１４～１５名程度の先生方が参加され、話題提供後に行われるディスカ

ッションでは、毎回、研究分野を越えてさまざまな意見が交わされています。

　今後とも多くの先生方のご参加をお待ちしております。

　 次回（第１５回）　開催は

    １０月 です。

北方サロン

第１１回　４/1８
コーディネーター：横山宏章（社会システム研究科）
話題提供者              ： 岩松文代（文学部）
                                     「大連生活と日本語指導のなか
                                                              で見えた日本文化」
　　　　              　：錦織亮介（文学部）
　　　　　　　　   「日本人と肖像画」

第１２回　５/2３
コーディネーター：杉山智子（基盤教育センター）
話題提供者              ：永末康介（基盤教育センター）
　　                             「違いから学ぶ
　　　　　　　　　　　　 ～日英語比較を通して～」
　　　　　              ：ステファニー・ホートン
　　　　　　　        （基盤教育センター）
                                     「Intercultural Language Education
                                         :Value Change and Harmony」

第１３回　6/20

　7/18

　

コーディネーター：小林道彦（基盤教育センター）
話題提供者              ：八百啓介（文学部）
　                                「大学・博物館・行政－三位一体
　　　　　　　　　の地域貢献としての文化資源開発」
　　　　　             ：寺田由美（文学部）
　　　　　　　　   「歴史はおもしろい」
第１４回
コーディネーター：楢原真二（法学部）
話題提供者              ：須藤廣（文学部）
　　                            「観光幻想と観光地住民の
                                                                          リアリティ」
　　　　　              ：片岡寛之（都市政策研究所）
　　                            「都市のイメージに関する
                                                    比較調査を振り返って」

　

　学生相談室は、今年度新たに誕生した部署です。事務
職員、臨床心理士（カウンセラー）、保健師など総勢９名
と学生サポート委員（教員）とで健康や休退学に関するこ
となど学生生活に必要な様々な相談に応じています。人
だけでなく、猫や鳥についての相談を受けること
も・・・・・。
　学生相談室では、学生の皆さんがより良い大学生活を
送れるように、毎日頑張っています。何か悩んでいること
や不安なことがあれば気軽に学生相談室を利用してくだ
さい。９月末までは７号館２Ｆで、１０月からは本館１
Ｆの学生プラザでお待ちしています。
（今後、アルコールパッチテストや骨密度検査、栄養相
談、人との上手なかかわり方（動作法）など、皆様の健康
に関わるイベントを行う予定です。是非参加してください
ね。）

「気軽に相談できる場所」学 生 相 談 室 

ら

む

   

学　生　課　

　「ここがぁ、学生課でぇ、え～、落し物したりした時に来ます。」
オープンキャンパスの際に、学生スタッフが高校生に対してこの
ように説明していました。学生スタッフの内に顔見知りの学生が
いたので「学生課は落し物以外でもいろいろと紹介することがあ
るんじゃないの？」と冷やかすと、言葉に詰まっていました。あな
たたちの奨学金等の生活支援に関することや自主活動や就職活
動を支援しているのは誰ですかぁ？
　私達学生課は学生の皆さんが快適な勉学環境を維持し、有意
義な学生生活を行うことが出来るように日々配慮するところで
す。当たり前のことを当たり前にできるように。学生生活を側面か
ら支援するセクションです。黒子のような役割ですので、上記の学
生さんのリアクションは至極当然であるかのように思うわけです
が、一抹の寂しさを感じるもの事実です。毎日のように相談に来
ている学生さんに言われれば、なお落ち込みます。
　皆さん、私達はここにいます。サークルに入っていない人、奨学
金をもらっていない人、休講掲示板以外にも学生課掲示板も見
ましょう。もしかしたら、いいこと書いているかもしれませんよ。

「学生生活を側面から支援する
　　　　　黒子のような存在」

学　生　課 
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平成１９年度入学試験（一般選抜試験）の結果をお知らせします。

北九州市立大学 平成１９年度入試結果について

◎出張講義、高校訪問、大学訪問についてのお問い合わせは、大学事務局経営企画課（Tel　093-964-4195）までお願いします。

入試広報
REPORT
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